
保　

険　

料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

被
保
険
者
の
方
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
認
定

さ
れ
る
と
『
限
度
額
認
定
証
』
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

入
院
し
た
と
き
に
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
所
得
区
分
に
応
じ
て

入
院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
や
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
区
分
が
「
一
般
」
お
よ

び
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
方
は
、「
限

度
額
認
定
証
」
の
交
付
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
入
院
時
に
は
自
動
的
に
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
お
支
払
い
に
な

り
ま
す
。

自己負担限度額  （月額）
所得区分 負担

割合
外来＋入院
（世帯単位）

入院時食事代
（1食当たり）外来（個人ごと）

現役並み
所 得 者 3割 44，400円

80,100円＋医療費が
267,000円を超えた
場合は、その超えた分
の1％を加算（4回目
以降は44,400円）

260円

一　　般 1割 12，000円 44，400円

低所得者Ⅱ 1割 8，000円 24，600円

90日以内の入院
（過去12か月の入院日数） 210円

90日を超える入院
（過去12か月の入院日数） 160円

低所得者Ⅰ 1割 8，000円 15，000円 100円

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
『
限
度
額
認

定
証
』の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

８
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の
郵
送
時
に

同
封
し
ま
す
。（
申
請
手
続
不
要
）

　

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

保
険
証
と
印
鑑
（
認
印
）

認
定
証
を
現
在
お
持
ち
の
方

新
た
に
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

《

所

得

区

分

》

〈
低
所
得
者
Ⅰ
〉

　

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
か
つ
所
得

が
０
円
の
方

（
年
金
所
得
の
控
除
額
は
80
万
円
と
し
て
計
算
）

〈
低
所
得
者
Ⅱ
〉

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方
）

〈
一　
　
　

般
〉

　

現
役
並
み
所
得
者
、
低
所
得
者
Ⅱ
、
低
所
得
者

Ⅰ
以
外
の
方

〈
現
役
並
み
所
得
者
〉

　

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
い
る
方

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
「
一
般
」
の
所
得
区
分
と
同
様
に
１
割
負
担

と
な
り
ま
す
。

・
同
一
世
帯
に
二
人
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
が
い
る
場
合
は
、
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方

・
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
一
人

の
場
合
は
、
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
方

・
被
保
険
者
が
一
人
で
収
入
額
が
３
８
３
万
円
以

上
で
も
、
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
を
含
め
た
収
入
の

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の
方

　

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
平
成
22
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て

計
算
し
、
７
月
中
旬
に
全
て
の
被
保
険

者
の
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

各
期
に
お
け
る
納
付
方
法
お
よ
び
納
付

額
は
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、「
特
別
徴

収
」
と
「
普
通
徴
収
」
の
２
種
類
で
す
。

　

保
険
料
通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の

欄
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は

年
金
か
ら
、「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
納
付

書
か
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。
納
付
書
で
の
納
付
の
方
は
７
月

か
ら
毎
月
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
納
付
方
法
に
つ
い
て
》

７
月
中
旬
に
、

今
年
度
の
保
険
料
額

を
通
知
し
ま
す

　保険料を納付書で納めていただいている
方は、口座振替による納付をご利用くださ
い。一度手続きいただくと自動で納付でき、
毎月金融機関等の窓口へ行かずにすみ、大
変便利です。用紙は市内の金融機関にあり
ますので口座のお届け印をご持参のうえ金
融機関窓口で手続きをお願いします。
　口座振替の開始は、市が口座振替依頼書
を受理した日の翌月以降となります。

保険料の納付には口座振替が便利！

被
保
険
者
証

　

８
月
１
日
の
更
新
に
伴
い
、
現
在
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
全
員
に
、
新
し
い
被

保
険
者
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

７
月
に
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

お
届
け
し
ま
す

・
記
載
事
項
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・
現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証

は
、
７
月
31
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、
８
月
以

降
に
市
役
所
保
険
年
金
課
ま

た
は
各
支
所
へ
返
却
い
た
だ

く
か
、
各
自
で
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

※
自
分
で
廃
棄
さ
れ
る
場
合

は
、
裁
断
す
る
な
ど
住
所

や
氏
名
が
見
え
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

一
部
負
担
金
の
割
合

・
一
般
の
方
・
・
・
・
・
・　

１
割

・
現
役
並
み
所
得
者
・
・
・　

３
割

薄
桃
色
に
な
り
ま
す

　全国各地で、市役所や後期高齢者医療広域連合の職員と名乗
り、被保険者証をだまし取るといった事件が起こっています。
　不審な訪問者や電話があった場合は、絶対に被保険者証を渡
さずに、高島警察署か市役所保険年金課または広域連合へお問
い合わせください。

保険証をだまし取る事件に

ご注意ください！

※
本
文
中
は
、「
限
度
額
認
定
証
」
と
省
略
し
て
記
載
し
て
い
ま
す

※

　 《保険料の算出方法》
均等割額 ＋ 所得割額 
 ＝ 年保険料〔限度額50万円〕
均等割額＝38，645円
　　　　　
所得割額
　＝（平成22年中の所得－33万円）×7.18％

　　 　     （全国平均　7.88％）   
なお、平成23年4月1日以降に新規に加
入された方や転出や死亡により資格に変
更がある場合は月割りで算出します。

（全国平均　41，700円）

  連　絡　先

　高島警察署　f（22）0110　　 市役所保険年金課　f（25）8137
　滋賀県後期高齢者医療広域連合　f077（522）3013

※国民健康保険税などで既に口座振替を利用されて
いる方についても改めて手続きが必要です。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　みんなで集めて　リサイクル」　清水友里香（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　きれいな町への　道しるべ」　熊谷　友花（安曇川） 広
報2011・7・1 12広
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